










小児 MPGN15 例に対して,その臨床像,病理組織所見,治療,予後について検討を行った。各症

例の診断時における病理組織診断は,MPGN mild が 3 例,moderate が 5 例,marked が 7 例で

あった。全例に副腎皮質ステロイドを中心とした治療が行われ,ステロイド反応型が 10 例

(67%),ステロイド不応型が 4例(27%)であり,これまでの報告よりもステロイドに反応する

ものが多く,予後が比較的良好であるように思われた。 


